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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第２四半期累計期間
第77期

第２四半期累計期間
第76期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （千円） 2,202,277 2,638,203 4,652,555

経常利益又は経常損失（△） （千円） 41,500 △25,603 79,313

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） 29,282 △32,333 45,197

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,993,096 1,993,096 1,993,096

発行済株式総数 （株） 48,849,935 48,849,935 48,849,935

純資産額 （千円） 3,802,912 3,812,187 3,860,738

総資産額 （千円） 8,264,068 8,166,014 8,295,624

１株当たり四半期（当期）純利益又

は１株当たり四半期純損失（△）
（円） 0.61 △0.67 0.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 46.0 46.7 46.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 197,277 408,941 373,113

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △19,868 △37,955 △15,982

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △124,188 △242,629 △264,745

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 179,174 346,696 218,339

 

回次
第76期

第２四半期会計期間
第77期

第２四半期会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） 0.54 △0.11

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ
いては記載しておりません。

２　当社には関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」は記載しておりません。
３　従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが保有する当社株式は、「１株当たり四半期（当期）純利益又は１株当たり
四半期純損失」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

4　第76期および第76期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在
株式が存在しないため記載しておりません。なお、第77期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

5　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か
ら適用しており、当第２四半期累計期間及び当第２四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、当該
会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。なお、当第２四半期

会計期間において、当社が51％出資する子会社　株式会社ＭＳ－ＩＶＴを設立し、当社の非連結子会社となっており

ます。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が提出会社の財政状態、経営成績及びキャッシュフローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している

主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありま

せん。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において、判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により断続的に緊急事態宣言等が

発出され、経済活動の制限が続いたことから消費の動きが弱まるなど、景気は依然として厳しい状況が続きました。

また、感染拡大の防止策やワクチン接種の促進により、持ち直しの動きが見られるものの、引き続き感染の動向が内

外経済に与える影響やサプライチェーンを通じた資材高騰の影響等、先行きは極めて不透明な状況にあります。

　このような状況のなか、当第２四半期累計期間における当社の財政状態及び経営成績は以下のとおりです。

 

　①財政状態

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べて、119百万円減少して3,597百万円となりました。これは主に、現金及び預金

の増加128百万円による一方で、商品及び製品の減少208百万円および原材料及び貯蔵品の減少28百万によるもので

す。

　固定資産は、前事業年度末に比べて、10百万円減少して4,568百万円となりました。これは主に、関係会社株式

の増加25百万円および投資その他の資産のその他の増加31百万円による一方で、機械及び装置（純額）の減少28百

万円および投資有価証券の減少30百万によるものです。

　この結果、資産合計は前事業年度末に比べて、129百万円減少して8,166百万円となりました。

 

（負債）

　流動負債は前事業年度末に比べて、25百万円増加して2,414百万円となりました。これは主に、支払手形及び買

掛金の増加115百万円およびその他の流動負債の増加43百万円による一方で、短期借入金の減少113百万円および未

払法人税等の減少20百万円によるものです。

　固定負債は、前事業年度末に比べて、106百万円減少して1,939百万円となりました。これは主に、退職給付引当

金の増加8百万円および役員退職慰労引当金の増加12百万円による一方で、長期借入金の減少118百万円によるもの

です。

　この結果、負債合計は前事業年度末に比べて、81百万円減少して4,353百万円となりました。

 

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比べて、48百万円減少して3,812百万円となりました。これは主に、その他有価証券

評価差額金の減少19百万円および利益剰余金の減少32百万円によるものです。

　この結果、自己資本比率は前事業年度末の46.5％から46.7％となりました。

 

　②経営成績

　当第2四半期累計期間の売上高は、製品商品売上高が2,231百万円（前年同期比10.7％増）および作業屑売上高が

407百万円（前年同期比116.9％増）となり、合計で2,638百万円（前年同期比19.8％増）となりました。製品商品

売上高のうち、船舶用は前年同期比で減少しましたが、ＬＰガス容器用弁、バルク付属機器および車載用はいずれ

も前年同期比で増加し、特に、ＬＰガス容器用弁は、値上げ前の駆け込み需要により大幅に増加しました。作業屑

売上高については、前期は全社で可能な限りの休業を実施し、工場の稼働率を抑えていた影響で作業屑の発生が抑

えられましたが、当期は工場の稼働率を上げたこと、および黄銅材価格が高騰した影響で大幅に増加しました。

　損益面については、当社製品の主要原材料である黄銅材価格が年初から急騰したのち高止まりを続け、経費削減

や経営効率化に努めましたが収益性が悪化し、当第2四半期累計期間においては、営業損失14百万円（前年同期は

営業利益38百万円）、経常損失25百万円（前年同期は経常利益41百万円）および四半期純損失32百万円（前年同期

は四半期純利益29百万円）となりました。なお、製品の値上げ交渉を鋭意行い、漸くその効果の発現は下期になる

見込みとなりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年3月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う）等の適用により、従来、販売費及び一般管理費に計上していた販売手数料を売上高から減額したことにより、

売上高が43百万円減少しましたが、営業損失、経常損失および四半期純損失に与える影響はありません。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、128百万円増加（前第２四半

期累計期間は53百万円の増加）して346百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は408百万円（前第２四半期累計期間は197百万円の増加）となりました。これは主

に、棚卸資産の減少額233百万円、仕入債務の増加額115百万円および助成金の受取額76百万円により増加する一方

で、売上債権の増加額60百万円により減少するものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は37百万円（前第２四半期累計期間は19百万円の減少）となりました。これは主

に、投資有価証券の売却による収入3百万円により増加する一方で、有形固定資産の取得による支出12百万円およ

び関係会社株式の取得による支出25百万円により減少するものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は242百万円（前第２四半期累計期間は124百万円の減少）となりました。これは主

に、短期借入金の純減額113百万円および長期借入金の返済による支出118百万円により減少するものです。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社の優先的に対処すべき事業上及び財務上の新たに生じた課題はありませ

ん。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、85百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）生産、受注及び販売の実績

　当第２四半期累計期間における生産、受注及び販売の実績は「第２　事業の状況　２　経営者による財政状態、

経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載のとおりです。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第２四半期累計期間において、当社の経営成績に重大な影響を与える要因に変更はありません。

 

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の資本の財源及び資金の流動性について、主要原材料の黄銅材、鉄鋼材、ステンレス鋼材および鉄鋼鋳鍛造

品等の原材料、人件費、外注加工費、製造経費、販売費及び一般管理費等の運転資金は、自己資金および金融機関

からの短期借入を基本としており、設備投資や長期運転資金は、金融機関からの長期借入を基本としております。

機動的かつ効率的な資金調達をすべく、取引銀行５行と当座貸越契約、取引銀行１行と特殊当座貸越契約を締結し

ております。

　なお、当第２四半期会計期間の末日における借入金及びリース債務を含む有利子負債の残高は2,387百万円と

なっております。
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３【経営上の重要な契約等】

　当社は、2021年6月21日開催の取締役会において、合弁契約を締結することについて決議を行い、2021年7月15日

付で締結しました。契約の内容は次のとおりであります。

 

契約締結先 内容 合弁会社名 出資比率 設立年月日

インターバルブ

テクノロジー株式会社

インターバルブテクノロ

ジー株式会社が販売する

バルブ等の製造、株式会

社ＭＳ－ＩＶＴが開発す

るバルブ等の製造販売等

株式会社ＭＳ-ＩＶＴ

（資本金50百万円）

当社                51％

インターバルブ

テクノロジー株式会社 49％

2021年9月22日
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2021年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 48,849,935 48,849,935
東京証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は、

100株であります。

計 48,849,935 48,849,935 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　2021年７月１日～

　2021年９月30日
－ 48,849,935 － 1,993,096 － －
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

昌栄機工株式会社 大阪府大阪市西区阿波座１丁目10-８ 2,311,500 4.80

清野　正廣 山形県山形市 1,377,500 2.86

宮入バルブ製作所取引先持株会 東京都中央区銀座西１丁目２番地 1,147,500 2.38

株式会社ＣＫサンエツ 富山県高岡市守護町２丁目12番１号 1,001,000 2.08

森下　均 大阪府大阪市淀川区 789,300 1.64

阿部　五美 東京都江戸川区 700,000 1.45

阿部　敬二 東京都江戸川区 653,400 1.36

宮入バルブ従業員持株会 東京都中央区銀座西１丁目２番地 530,000 1.10

宝天大同
兵庫県神戸市北区山田町下谷上箕の谷3-

1
395,200 0.82

保母伸子 岐阜県恵那市 328,000 0.68

計 － 9,233,400 19.17

（注）　発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しており

ます。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 694,600

完全議決権株式（その他） 普通株式 48,150,100 481,501 －

単元未満株式 普通株式 5,235 － －

発行済株式総数  48,849,935 － －

総株主の議決権  － 481,501 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄には、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが所有する当社株式151,000株（議

決権1,510個）が含まれております。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式９株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社宮入バルブ製作所
東京都中央区銀座西１－２ 694,600 － 694,600 1.42

計 － 694,600 － 694,600 1.42

(注)　上記のほか、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが保有する当社株式が151,000株あります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2021年７月１日から2021年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

藍監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は2021年９月22日に子会社株式会社ＭＳ－ＩＶＴを設立いたしましたが、「四半期連結財務諸表の用語、様式

及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損

益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成してお

りません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2021年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 291,339 419,696

受取手形及び売掛金 ※１ 1,014,678 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － ※１ 992,094

電子記録債権 ※１ 270,154 327,012

商品及び製品 1,428,115 1,220,030

仕掛品 7,770 10,444

原材料及び貯蔵品 632,964 604,595

その他 73,113 24,676

貸倒引当金 △1,372 △1,372

流動資産合計 3,716,763 3,597,177

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 353,220 347,298

構築物（純額） 54,697 52,590

機械及び装置（純額） 851,345 823,180

車両運搬具（純額） 424 766

工具、器具及び備品（純額） 31,010 32,073

土地 2,441,000 2,441,000

リース資産（純額） 106,958 99,648

建設仮勘定 9,074 14,540

有形固定資産合計 3,847,732 3,811,097

無形固定資産 14,275 14,654

投資その他の資産   

投資有価証券 375,287 344,454

関係会社株式 － 25,500

その他 349,465 381,030

貸倒引当金 △7,900 △7,900

投資その他の資産合計 716,853 743,084

固定資産合計 4,578,860 4,568,836

資産合計 8,295,624 8,166,014
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2021年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 412,035 527,648

短期借入金 ※２ 1,387,100 ※２ 1,273,800

１年内返済予定の長期借入金 238,892 238,892

未払法人税等 35,727 15,287

賞与引当金 40,829 40,902

その他 274,144 317,769

流動負債合計 2,388,728 2,414,299

固定負債   

長期借入金 877,920 759,560

再評価に係る繰延税金負債 731,471 731,471

退職給付引当金 265,365 273,525

役員退職慰労引当金 65,984 78,115

債務保証損失引当金 5,000 5,000

その他 100,416 91,854

固定負債合計 2,046,158 1,939,527

負債合計 4,434,886 4,353,826

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,993,096 1,993,096

資本剰余金 4,217 4,217

利益剰余金 194,387 162,053

自己株式 △132,304 △128,692

株主資本合計 2,059,396 2,030,675

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 102,675 82,845

土地再評価差額金 1,698,666 1,698,666

評価・換算差額等合計 1,801,341 1,781,511

純資産合計 3,860,738 3,812,187

負債純資産合計 8,295,624 8,166,014
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 2,202,277 2,638,203

売上原価 1,807,289 2,279,136

売上総利益 394,987 359,067

販売費及び一般管理費 ※１ 356,091 ※１ 374,007

営業利益又は営業損失（△） 38,896 △14,939

営業外収益   

受取利息 3 1

受取配当金 5,834 5,348

不動産賃貸料 2,945 606

スクラップ売却益 834 2,284

助成金収入 70,452 19,734

その他 3,209 2,194

営業外収益合計 83,279 30,170

営業外費用   

支払利息 10,893 9,802

手形売却損 3,814 2,678

休業手当 60,393 26,059

債務保証損失引当金繰入額 5,000 －

その他 572 2,292

営業外費用合計 80,674 40,833

経常利益又は経常損失（△） 41,500 △25,603

特別利益   

投資有価証券売却益 338 234

特別利益合計 338 234

特別損失   

固定資産除却損 57 1,456

特別損失合計 57 1,456

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 41,782 △26,825

法人税、住民税及び事業税 12,499 5,508

法人税等合計 12,499 5,508

四半期純利益又は四半期純損失（△） 29,282 △32,333
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前

四半期純損失（△）
41,782 △26,825

減価償却費 92,910 91,011

賞与引当金の増減額（△は減少） △578 72

退職給付引当金の増減額（△は減少） △79 8,159

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,131 12,131

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 5,000 －

受取利息及び受取配当金 △5,837 △5,350

支払利息 10,893 9,802

固定資産除却損 57 1,456

投資有価証券売却損益（△は益） △338 △234

助成金収入 △70,452 △19,734

休業手当 60,393 26,059

売上債権の増減額（△は増加） 83,888 △60,682

棚卸資産の増減額（△は増加） 304,374 233,779

仕入債務の増減額（△は減少） △91,213 115,612

未払消費税等の増減額（△は減少） △54,637 △59,742

割引手形の増減額（△は減少） △97,562 26,408

その他 △66,652 51,359

小計 216,080 403,284

利息及び配当金の受取額 5,839 5,350

利息の支払額 △10,749 △9,522

助成金の受取額 57,224 76,764

休業手当の支払額 △58,197 △41,322

法人税等の支払額 △12,919 △25,612

営業活動によるキャッシュ・フロー 197,277 408,941

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △23,973 △12,613

無形固定資産の取得による支出 － △2,580

投資有価証券の取得による支出 △565 △548

投資有価証券の売却による収入 4,671 3,287

関係会社株式の取得による支出 － △25,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,868 △37,955

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 45,600 △113,300

長期借入金の返済による支出 △113,990 △118,360

自己株式の処分による収入 3,558 3,130

配当金の支払額 △48,057 △784

その他 △11,299 △13,315

財務活動によるキャッシュ・フロー △124,188 △242,629

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 53,220 128,357

現金及び現金同等物の期首残高 125,953 218,339

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 179,174 ※１ 346,696
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、従来、販売費及び一般管理費に計上しておりました販売手数料等の顧客に支払われる対価の一部に

ついて、取引価格から減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基

準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての

収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き

（１）に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約

変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期会計期間の期首の利益剰

余金に加減しております。

この結果、従来、販売費及び一般管理費に計上していた販売手数料を売上高から減額したことにより、第２四半

期累計期間の売上高が43百万円減少しましたが、営業損失、経常損失および四半期純損失に与える影響はありませ

ん。また、利益剰余金の当期首残高に反映されるべき累積的影響額はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手

形及び売掛金」は、第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしま

した。なお、収益認識会計期基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法

による組替えを行っておりません。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりま

せん。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はあり

ません。

 

（追加情報）

（従業員持株会支援信託ＥＳＯＰ）

　当社は、2018年５月８日開催の取締役会において、従業員の経営参画意識の高揚と企業価値向上に係るイン

センティブの付与および福利厚生の充実を目的として、「従業員持株会支援信託ＥＳＯＰ」（以下「本制度」

という。）の導入を決議しております。

 

１．取引の概要

　本制度は、従業員のインセンティブ・プランの一環として米国で普及している従業員向けの報酬制度である

ＥＳＯＰ（Employee Stock Ownership Plan）および2008年11月17日に経済産業省より公表されました「新た

な自社株式保有スキームに関する報告書」等を参考にして構築した従業員向けの福利厚生制度です。

　当社が「宮入バルブ従業員持株会」（以下「本持株会」といいます。）に加入する従業員のうち一定の要件

を充足する者を受益者とする信託を設定し、当該信託は信託期間中に本持株会が取得すると見込まれる数の当

社株式を、予め一括して取得します。その後、当該信託は当社株式を毎月一定日に本持株会に時価で売却しま

す。信託終了時に、株価の上昇等により信託収益がある場合には、受益者要件を充足する当社従業員に対して

金銭が分配されます。

　株価の下落により譲渡損失が生じ信託財産に係る債務が残る場合には、責任財産限定特約付金銭消費貸借契

約の保証条項に基づき、当社が銀行に対して一括して弁済することとなります。

 

２．信託が保有する自社の株式に関する事項

　信託が保有する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額および株式数は以下のとおりであります。

　前事業年度末　　　　　　帳簿価額 28,074千円、株式数 173,300株
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　当第２四半期会計期間末　帳簿価額 24,462千円、株式数 151,000株

 

３．総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　前事業年度末 　　　　　36,212千円

　当第２四半期会計期間末 33,212千円

 

 

（四半期貸借対照表関係）

　　※１　受取手形割引高及び電子記録債権割引高

 
前事業年度

（2021年３月31日）
当第２四半期会計期間
（2021年９月30日）

受取手形割引高 121,827千円 164,100千円

電子記録債権割引高 15,863千円 -千円

 

　　※２　当社は、運転資金及び設備資金の機動的かつ効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約、取引銀行

１行と特殊当座借越契約を締結しております。

　当座貸越契約、特殊当座借越契約に係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2021年３月31日）
当第２四半期会計期間
（2021年９月30日）

当座貸越極度額、特殊当座借越契約の総額 1,362,000千円 1,362,000千円

借入実行残高 1,281,100千円 1,170,800千円

差引額 80,900千円 191,200千円

　　なお、特殊当座借越契約については財務制限条項が付されております。

 

 

（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　2020年４月１日
　　至　2020年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自　2021年４月１日
　　至　2021年９月30日）

従業員給料手当 116,670千円 124,241千円

賞与引当金繰入額 7,774千円 10,811千円

退職給付費用 3,595千円 5,869千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,006千円 12,131千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

現金及び預金 252,174千円 419,696千円

預入期間が３か月を超える定期性預金 △73,000千円 △73,000千円

現金及び現金同等物 179,174千円 346,696千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 48,155 1 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが保有する当社株式に対する配当金228千円が含まれておりま

す。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当ありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

　当社の主たる事業は、高圧ガス用バルブおよび関連機器類の製造、販売等の単一セグメントであるため、記載を

省略しております。

 

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりです。

 

当第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　（単位：千円）

主な財又はサービス

当第２四半期累計期間

（自　2021年４月１日

　　至　2021年９月30日）

黄銅弁 1,445,019

鉄鋼弁 737,727

その他 48,431

屑売上高 407,025

顧客との契約から生じる収益 2,638,203

外部顧客への売上高 2,638,203

　（注）単一セグメントであるため、セグメント別の収益の内訳は記載しておりません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期

純損失（△）
0円61銭 △0円67銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円）又は四半期純損失（△）

（千円）
29,282 △32,333

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円）又は四半

期純損失（△）（千円）
29,282 △32,333

普通株式の期中平均株式数（株） 47,942,568 47,991,057

（注）１．従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが保有する当社株式（前第２四半期累計期間期中平均株式数212,758株、当

第２四半期累計期間期中平均株式数164,269株）は、「１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期累計期間につきましては、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。なお、当第２四半期累計期間につきましては、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月12日

株式会社宮入バルブ製作所

取締役会　御中

 

藍監査法人

東京都港区
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　新太郎

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 富 所　真 男

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宮入バ

ルブ製作所の2021年４月１日から2022年３月31日までの第77期事業年度の第２四半期会計期間(2021年７月１日から2021

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宮入バルブ製作所の2021年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合には、四半期レビュ－報告書において四半期財務諸

表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半

期財務諸表に対して限定的結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告
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書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が

ある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠

していないと信じさせる事項が認められないどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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